鳥取県美術館整備基本構想検討委員会運営要綱
（趣旨）
第１条　この要綱は、鳥取県美術館整備基本構想検討委員会（以下「検討委員会」という。）に関し必要な事項を定めるものである。
（調査審議する事項）
第２条　検討委員会は、鳥取県附属機関条例（平成２５年鳥取県条例第５３号。以下「条例」という。）第２条第３項及び第４項の規定に基づく告示（平成２７年鳥取県教育委員会告示第22号）で定める事項を調査審議するものとし、その具体的な内容は、次の各号に掲げるとおりとする。
　(１)　美術館を整備する場合における基本的な設置目的・理念、性格や機能、施設設備や規模、立地場所、運営体制等に関する基本的な事項（以下「基本構想」という。）
　(２)　その他基本構想を策定するために必要な事項
（組織）
第３条　検討委員会の委員（以下単に「委員」という。）は１７人以内とし、別表に掲げる者をもって組織する。
（会長）
第４条　検討委員会に会長を置き、委員の互選によりこれを定める。
２　会長は、会務を総理し、委員会を代表する。
３　会長に事故あるときは、あらかじめ会長が指名する委員が、その職務を代行する。
（会議）
第５条　検討委員会の会議は、博物館長が招集し、会長が議長となる。
２　検討委員会の議事は、条例第５条第２項に定めるところにより決するほか、可否同数のときは、会長の決するところによる。
（その他）
第６条　この要綱で定めるもののほか、検討委員会の運営に関し必要な事項は、検討委員会が定める。　
附　則
　この要綱は、平成２８年７月１７日から施行し、平成２９年７月１５日限り廃止する。
別表（第３条関係）

鳥取県美術館整備基本構想検討委員会委員名簿

	氏名
	役職等

	林田　英樹
	日本工芸会理事長、元文化庁長官、元国立科学博物館長、元国立新美術館長

	半田　昌之
	日本博物館協会専務理事、元たばこと塩の博物館学芸部長

	水沢　勉
	神奈川県立近代美術館館長、元県立博物館美術品収集評価委員

	福嶋　敬恭
	彫刻家、京都市立芸術大学名誉教授

	小泉　元宏
	立教大学社会学部准教授

	森口　まどか
	美術評論家、宝塚大学造形芸術学部准教授

	衣笠　幸雄
	(株)ＴＢＳサービス社長、元ＴＢＳ常務取締役

	横山　薫
	鳥取県ＰＴＡ協議会副会長

	北村　順子
	鳥取市立宝木小学校校長

	竹上　順子
	米子商工会議所女性会理事､(株)ｲﾝﾀｰﾌﾟﾛｽ代表取締役

	本城 美佐子
	鳥取演劇鑑賞会事務局長

	田村　閑美
	鳥取女性中央会会長、倉吉異業種交流プラザ会長

	谷本　里美
	公募委員

	来間　直樹
	公募委員


